
参
考
書
誌
研
究
・
第
一
＝
号
－
（
一
九
八
O
・
八
）

浅
井
了
意
．
『
賞
三
吟
』
と
そ
の
改
題
本

坂
　
巻
　
甲
　
太

《
は
じ
め
に
》

　
浅
井
了
意
の
『
狗
張
子
』
，
（
元
禄
五
年
冊
）
は
、
了
意
研
究
の
鍵
と

な
る
重
要
な
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
、
近
世
初
期
の
約
八
十
年
間

に
亙
っ
て
典
型
さ
れ
た
、
多
少
と
も
文
学
性
の
認
め
ら
れ
る
作
品
群

を
、
名
義
や
分
類
な
ど
に
未
だ
問
題
点
を
残
し
な
が
ら
も
文
学
史
で

は
仮
名
草
子
と
称
す
る
。
近
時
て
れ
ら
内
容
形
式
と
も
に
多
種
多
様

な
作
品
群
及
び
作
者
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
研
究
が
進

め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
成
果
が
示
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
芸
者
草

子
に
含
ま
れ
る
多
様
な
」
分
野
を
追
越
し
て
い
《
と
、
’
洞
等
か
の
形
で
へ

浅
井
了
意
の
存
在
に
逢
着
す
る
こ
と
が
多
い
。
了
意
が
生
涯
に
世
に

問
う
た
著
作
は
各
分
野
に
亙
っ
て
七
十
部
六
百
巻
に
及
ぶ
と
い
わ
れ

て
い
る
の
で
当
然
と
も
い
え
る
の
だ
が
、
仮
名
草
子
作
家
の
中
で
傑

出
し
た
大
ぎ
な
存
在
で
あ
り
た
と
い
、
兄
ゐ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
了
’

意
の
生
涯
と
文
学
に
は
ま
だ
ま
だ
不
明
の
部
分
が
多
い
の
が
現
状
で

今
後
の
究
明
を
三
つ
べ
き
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
『
狗
張
子
』
は

　
　
　
　
　
と

そ
の
素
意
研
究
の
原
点
で
あ
る
濯
い
、
兄
よ
う
つ
周
知
の
如
《
『
狗
張

子
』
に
は
自
序
の
ほ
か
に
文
会
堂
林
九
兵
衛
義
端
の
序
文
が
付
さ
れ

て
い
て
、
こ
れ
が
了
意
研
究
の
鍵
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も

言
意
を
論
ず
る
場
合
、
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
引
用
さ
れ
て
き
た
。
例

え
ば
了
意
の
披
年
月
日
が
元
禄
四
年
一
月
一
葦
で
あ
る
こ
ど
（
最
近

傍
証
と
し
て
ω
『
見
聞
予
覚
集
『
の
記
事
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
）
や
了

意
の
筆
跡
に
つ
い
て
の
証
言
（
義
端
の
言
を
基
に
し
て
之
れ
ま
で
十

三
点
の
筆
意
筆
跡
の
版
下
本
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
）
等
が
唯

一
の
資
料
ど
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
思
量
序

の
次
の
一
節
を
導
入
と
し
て
本
稿
執
筆
の
意
図
を
示
す
こ
と
に
、
す

る
。
「
洛
陽
本
性
寺
の
了
意
大
徳
は
、
き
は
め
て
博
識
強
記
に
し
て

　　一　rm



、

特
に
三
思
の
才
に
守
り
。
生
平
の
著
述
は
な
は
た
多
し
。
」
と
い
う

記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
存
当
時
か
ら
三
三
に
与
え
ら
れ
た
一
つ
の

評
価
で
あ
り
特
質
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
三
の
言
辞
は
単
な
る

儀
礼
で
は
な
く
、
当
時
の
如
意
周
辺
の
人
々
の
共
通
し
た
認
識
で
あ

っ
た
ろ
う
。
確
か
に
了
意
の
博
識
は
通
り
一
遍
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
掌
大
な
著
述
の
ど
れ
に
も
、
再
外
古
今
の
典
籍
の
強
い
投

影
の
あ
る
こ
ど
は
こ
れ
ま
で
し
ぼ
し
ぼ
指
摘
さ
れ
、
出
典
・
典
拠
を

軸
と
し
た
研
究
の
数
も
多
い
。
出
典
・
典
拠
の
調
査
研
究
が
そ
の
ま

ま
底
意
を
解
明
す
る
方
法
と
な
り
得
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、

そ
の
ト
ー
タ
ル
を
踏
ま
え
、
そ
の
博
識
が
作
品
と
ど
う
か
か
わ
り
、

ど
う
形
象
化
さ
れ
た
か
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
了
意
に
切
り
込

む
方
法
が
成
立
す
る
。
こ
の
意
味
で
博
識
強
記
と
賞
揚
さ
れ
た
三
三

の
実
態
を
見
究
め
る
こ
と
は
重
要
な
基
礎
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
了
意
が
渉
猟
し
た
で
あ
ろ
う
内
外
古
今

の
典
籍
は
ゼ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
は
、
全
作
品
に
亙
っ
て
、
・
典
拠
が
あ
る
な
ら
ぽ
そ

れ
を
調
査
し
、
そ
こ
か
ら
帰
納
し
て
実
態
を
実
証
す
る
の
が
最
も
正

統
な
方
法
で
あ
る
こ
と
は
言
を
倹
た
な
い
が
、
こ
こ
で
は
了
意
の
博

識
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
『
弓
田
吟
』
を
取
り
上
げ
、

第
一
’
段
階
と
し
て
書
誌
を
中
心
と
し
た
そ
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る

こ
と
に
す
る
。

　
最
初
に
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
調
査
し
得
た
『
賞
募
吟
』
の
書
誌
の

紹
介
か
ら
始
め
よ
う
。
’

○
装
偵
　
二
巻
五
冊
（
原
装
）
。
寸
法
は
二
六
・
六
×
一
七
・
六
セ
ン

　
　
　
　
チ
。
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
．

○
表
紙
　
紺
表
紙
。
－

○
題
簸
　
短
冊
型
子
持
枠
題
籏
（
一
七
・
八
×
三
・
九
セ
ン
チ
）
を

　
　
　
　
表
紙
左
肩
に
貼
る
。
「
賞
華
吟
　
一
（
二
～
五
）
」
。

○
内
題
　
「
戯
号
・
昏
昏
」
「
賞
華
右
巻
之
上
標
目
」
「
賞
華
吟
巻
之
上
」

　
　
　
　
（
第
一
冊
）
、
「
賞
華
吟
巻
上
之
中
」
（
第
二
冊
）
、
「
賞
華
吟

　
　
　
　
巻
上
之
下
」
（
第
三
冊
）
、
「
繁
華
壮
美
下
之
上
目
録
」
「
賞

　
　
　
　
華
春
巻
下
之
上
」
（
第
四
冊
）
、
」
賞
華
吟
巻
下
之
下
」
（
第

　
　
　
　
五
冊
）
。
野
冊
本
文
の
初
め
に
「
曳
航
意
図
」
と
あ
る
。

○
尾
題
　
「
豪
華
吟
巻
上
之
中
砲
」
「
賞
華
繕
事
上
之
下
終
」
「
賞
華
，

　
　
　
　
吟
巻
下
之
上
終
」
「
賞
華
要
点
下
之
下
大
尾
」
。

○
柱
題
　
「
賞
華
当
芸
」
「
賞
華
吟
上
之
目
録
」
「
賞
華
吟
上
之
上
」

　
　
　
　
「
賞
華
吟
上
之
中
」
「
賞
華
・
吟
巻
上
之
下
（
初
一
丁
の
み
）
」

　
　
　
　
「
賞
華
吟
上
之
下
」
「
賞
華
字
巻
下
之
上
目
録
」
「
賞
華
吟

　
　
　
　
下
之
上
」
「
賞
三
吟
巻
下
之
下
（
初
一
丁
の
み
）
」
「
賞
華
東

　
、
　
　
下
之
下
」

○
三
三
四
周
単
三
。
寸
法
は
二
一
、
・
六
×
一
四
・
八
セ
ン
チ
。
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○
無
数
　
毎
丁
十
行
。

○
丁
数
　
第
一
冊
鳳
十
八
丁
、
r
う
ち
序
文
二
丁
、
目
録
一
丁
。
第
二

　
　
　
　
冊
は
二
十
丁
。
第
三
冊
は
十
六
丁
。
第
四
冊
は
十
七
丁
、

　
　
　
　
う
ち
目
録
一
丁
。
第
五
冊
は
十
六
丁
。

○
挿
絵
　
な
し
。

○
刊
記
、
、
第
五
冊
の
最
終
丁
（
1
6
終
ウ
）
に
・

　
　
　
　
享
保
二
十
一
歳
丙
辰
正
月
吉
祥
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
町
通
松
原
上
ル
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
屋
　
三
郎
兵
衛
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
町
通
五
条
上
ル
町
　
　
．
新
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
王
加
都
即
童
日
林
・
．
　
　
玉
船
巨
昆
　
　
　
武
将
公
衛
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
．

　
『
賞
藁
筆
』
は
国
会
本
の
外
に
筑
波
大
本
、
早
弐
本
、
白
大
本
等

比
較
的
岸
本
が
多
い
。
矢
島
玄
平
氏
の
『
徳
川
時
代
㎜
徽
瀦
詳
覧
』
、
に

よ
る
と
、
版
元
の
藤
屋
三
郎
兵
衛
は
学
深
軒
・
古
川
三
郎
兵
衛
と
も
・

称
し
た
ら
し
ぐ
、
『
永
平
開
山
道
元
大
和
尚
仮
名
法
語
』
・
（
万
治
二
年

刊
〉
以
下
八
点
の
肉
醤
を
、
相
版
元
の
藤
屋
武
兵
衛
に
は
四
点
の
刊

書
の
あ
る
こ
と
を
記
す
。
．

　
『
賞
華
吟
』
ぽ
翻
刻
庵
な
ぐ
、
ま
た
ま
と
ま
、
つ
た
解
説
論
考
も
皆

無
に
近
い
。
そ
こ
で
本
書
執
筆
の
意
図
を
知
る
上
で
も
、
「
ま
た
後
述

の
改
題
本
を
考
え
る
上
で
も
極
め
て
大
事
な
こ
と
ど
思
わ
れ
る
の

で
、
長
文
に
な
る
が
了
意
の
序
全
文
を
記
す
こ
と
に
す
る
。
．
，
、

　
ヨ
コ
モ
　
　
　
ウ
ミ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
ナ
ナ
ツ
　
ミ
チ
カ
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
モ

　
四
方
ノ
海
。
，
浪
シ
ヅ
カ
ニ
ゆ
．
七
ノ
道
風
ユ
．
ル
ヤ
カ
ニ
ジ
テ
雲
ノ
ウ

　
　
ミ
　
タ
チ
　
、
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ラ

、
’
へ
御
館
ノ
ヲ
ク
マ
デ
モ
。
ウ
ゴ
キ
ナ
ク
。
平
ゲ
ク
ヲ
サ
マ
リ
。
、
ヒ

　
　
　
ヲ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ベ
　
　
　
ク
サ
ヰ
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
リ

　
ロ
キ
御
メ
グ
ミ
ハ
野
辺
ノ
草
木
ノ
葉
ヨ
リ
モ
シ
ゲ
ク
ρ
ア
マ
ネ
キ

コ
　
マ
ツ
リ
コ
ト
　
　
　
ツ
キ
ヒ
　
　
　
ヒ
カ
リ
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ロ
ズ
　
タ
ミ

　
政
ハ
。
．
月
日
／
光
二
。
ヒ
ト
シ
ケ
レ
式
。
万
ソ
民
コ
ノ
軌
ル
ポ

　
　
　
ニ
ギ
　
　
　
　
　
ア
フ
サ
カ
ヤ
マ
　
　
　
　
　
　
ミ
ヅ
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
セ
ヒ
　
セ
　
ミ

　
ヒ
ニ
賑
ハ
ヒ
。
逢
坂
山
ノ
サ
ザ
レ
水
。
木
ガ
ク
レ
ゆ
ハ
ツ
ル
身
モ
。
一

　
　
　
　
　
イ
ヶ
　
　
タ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
ウ
ヅ
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ミ
　
　
ヨ

、
サ
ヤ
マ
ノ
池
ノ
玉
ガ
シ
バ
ゆ
三
二
埋
モ
レ
ジ
人
マ
デ
モ
。
君
が
代

　
　
ピ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ト
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ツ
タ
　
　

　
ノ
久
シ
カ
ル
ベ
キ
コ
ト
ヲ
イ
ノ
リ
。
仏
ノ
。
ミ
ノ
リ
ノ
伝
ハ
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ

「
ト
ヲ
タ
ウ
ト
ミ
。
文
．
ニ
ツ
グ
リ
。
毎
夏
ツ
ラ
ネ
テ
モ
。
心
ヲ
ヨ
ゼ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ハ

　
ズ
ト
イ
フ
コ
ー
ト
ナ
シ
。
時
ニ
シ
タ
ガ
ヒ
。
折
三
ツ
ケ
タ
ル
理
り
ナ
．

　
　
　
　
　
　
チ
ク
　
　
ノ
チ
　
　
タ
ニ
ク
　
ル
　
メ
　
　
　
ジ
ヤ
ウ
ぷ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
ル
ベ
シ
。
．
筑
ノ
後
ノ
国
久
留
米
ノ
城
島
ト
カ
ヤ
9
イ
ナ
カ
ビ
タ
ル
・

　
ト
コ
ロ
コ
ド
コ
コ
ロ
　
コ
　
ホ
ウ
シ
　
　

リ
　
　

ジ
ユ
ン
ガ
ナ
　
　
　
モ

　
醐
汁
モ
。
心
ア
リ
ケ
ル
法
師
ノ
ス
ミ
ウ
タ
リ
テ
σ
、
三
賀
旧
名
ヅ
ク

　
　
　
　
シ
ヤ
ウ
ボ
ウ
ジ
　
　
　
　
ド
　
テ
ラ
　
　
ル
　
ス
　
シ
ヨ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
シ

メ
・
リ
。
正
法
寺
卦
イ
得
ノ
留
主
職
ア
ヅ
三
二
。
弓
弩
ッ
｝
．
一

　ー

＜
m
イ
手
マ
』
華
三
思
ヲ
ノ
ベ
テ
。
三
十
六
種
ノ
標
題
ヲ
シ
ル
　
蕊

　
　
　
ミ
ヤ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
ツ
っ
京
ニ
ノ
ボ
ヤ
テ
。
我
が
カ
転
居
ヨ
せ
タ
リ
。
ヒ
デ
キ
テ
ミ
ル
　
　
一

　
　
　
か
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ト
　
　
　
　
　
　
　
コ
ぞ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
カ

ニ
。
華
レ
．
ソ
ダ
、
匁
里
モ
サ
シ
。
心
カ
ラ
コ
ン
ト
イ
ブ
。
・
沽
鰍
ヲ

　
ソ
ヘ
テ
是
ニ
コ
」
漆
葉
ガ
キ
セ
ヨ
ト
ゆ
イ
ヒ
ヲ
コ
セ
タ
ル
。
．
実
ニ
ヤ

　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ド
　
　
ナ
サ
ケ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
イ
カ

　
サ
シ
キ
コ
＼
惚
バ
ェ
。
情
ア
リ
テ
ヲ
ボ
ヘ
シ
カ
バ
。
フ
ル
キ
詩
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
キ
イ
ダ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ピ
コ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ン

　
ヒ
ト
ツ
フ
タ
ツ
ヲ
引
出
ジ
。
ソ
ノ
心
ザ
シ
．
ニ
カ
ヨ
一
嵩
侍
べ
・
ル
。
・
、
「
・

講
ぐ
シ
リ
フ
ヅ
、
カ
ナ
ー
ル
ヲ
モ
職
ガ
．
ハ
ゾ
ト
モ
膿
ヒ
タ
ラ
ズ
・

　
　
　
　
フ
タ
マ
キ
　
　
ド
　
　
　
　
じ
　
　
シ
ヤ
ゥ
ク
ハ
ギ
ン
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ハ
ジ
メ

　
ワ
ケ
テ
ニ
巻
ト
ナ
シ
テ
。
∴
賞
華
吟
‘
ト
名
ヅ
ク
メ
リ
。
初
ノ
マ
キ
ニ
、

・
ハ
．
鷹
墨
干
四
民
ア
ゲ
テ
墨
蕎
尋
二
め
」
．
蛋
舞

　
ナ
ン
ノ
キ
シ
　
　
　
　
　
　
パ
ン
ク
ハ
シ
ン
ノ
カ
ゼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
チ

　
南
岸
。
二
十
四
番
華
信
風
ト
イ
ラ
ニ
ア
デ
タ
ザ
。
後
ノ
マ
キ
ニ

ハ
っ
＋
二
慕
ヲ
シ
ル
ジ
テ
・
．
部
セ
テ
三
＋
六
慕
よ
・
鷺
鰐
ガ
．

添
物
ぎ
二
6
「
．
天
蚕
郷
．
職
．
癩
蟹
、
三
＋
馨
襲
秘
．
小
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ゲ
ツ
ク
ツ
　
　
コ
ト
　
　
　
コ
イ
チ
ギ
ヤ
ウ
ア
ジ
ヤ
リ

　
フ
。
コ
・
ロ
ニ
モ
ト
ヅ
ケ
サ
。
天
根
月
窟
ノ
事
ハ
。
一
行
阿
閣
梨

　
　
　
ジ
ン
ク
ワ
ウ
ギ
ヤ
ウ
　
　
　
ト
ン
カ
フ
ゐ
シ
ヨ
コ
　
　
　
　
　
　
リ
ッ
キ
ウ
　
コ
あ

　
ノ
。
善
光
経
二
」
モ
。
遁
受
書
ニ
モ
ミ
ユ
。
三
十
六
宮
ノ
事
ハ
。

　
旗
ノ
労
知
虜
邦
剛
」
一
ア
リ
。
撚
芽
ノ
ウ
ヘ
ニ
ソ
ナ
ヘ
タ
ル
。
三
十

葎
ヨ
ク
嘗
テ
・
湿
識
プ
サ
マ
レ
バ
。
糊
藩
二
鷺
ヘ
デ
。

　
　
　
　
ヘ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ノ
チ
　
ナ
ヲ

　
イ
ツ
モ
春
ノ
ケ
シ
キ
ナ
ル
ベ
．
シ
。
，
寿
モ
猶
イ
ツ
マ
デ
モ
。
タ
モ
ツ
．

ベ
キ
ヤ
・
世
ノ
ゾ
メ
キ
ニ
か
ぎ
ダ
サ
”
テ
。
郵
ガ
ラ
桝
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ
　
　
　
　
　
ヒ
ト
　
コ
コ
コ
ロ

　
モ
ハ
ゲ
シ
キ
ヤ
。
噛
ソ
ノ
ア
マ
レ
ル
理
ハ
リ
ハ
。
是
ヲ
ヨ
ム
人
ノ
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
フ

　
ニ
．
マ
カ
ス
ル
モ
ノ
ナ
ラ
シ
ト
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ッ
　
　
ム
ツ
キ
ノ
光
カ
ノ
　
　
　
ラ
ク
ヤ
ゥ
ホ
ソ
シ
ャ
ウ
ジ
セ
ウ
ギ
　
バ
ウ

・
貞
享
五
年
ツ
チ
ノ
ト
ノ
辰
。
陸
月
中
十
日
洛
陽
本
性
寺
昭
南
布
原

　
門
釈
ノ
毒
悪

　
右
の
序
文
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
の
執
筆
を
促
し
距
の

は
、
筑
後
国
久
留
米
の
城
島
に
あ
る
正
法
寺
の
留
主
職
で
あ
る
順
賀

と
い
う
僧
で
あ
っ
た
。
即
ち
本
書
は
遠
賀
の
書
き
送
っ
て
き
た
、
華

に
関
す
る
三
十
六
の
標
題
に
古
歌
を
引
用
し
て
詞
書
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
『
大
日
本
寺
院
総
覧
』
に
よ
れ
ば
、
順
賀
が
住
し
て
い
た

正
法
寺
は
福
岡
県
願
望
郡
城
島
町
に
あ
る
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
の
こ

と
で
あ
ろ
う
が
、
順
賀
に
関
し
て
は
『
仏
家
人
名
辞
書
』
そ
の
他
管

見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
記
す
も
の
を
み
な
い
。
順
々
が
如
何
な
る
人
物

で
、
了
意
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
ウ
た
の
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
全
．

く
不
明
で
あ
る
が
、
三
園
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。
了
意
の
周
辺
を
探
る
ご
と
は
愚
意
の
全
体
像
を
描
く
上
で
欠
か

せ
な
い
基
礎
調
査
の
一
つ
で
あ
る
。
『
狗
張
子
』
に
序
文
を
付
し
、
上

梓
の
版
元
の
一
人
で
も
あ
っ
た
文
会
堂
林
九
兵
衛
三
三
は
三
三
で
あ

ひ
作
家
で
あ
り
、
が
つ
伊
藤
仁
斎
の
門
下
で
も
あ
っ
た
。
序
文
の
文

辞
は
単
に
作
家
と
書
士
と
の
関
係
に
と
ど
ま
ら
な
い
も
の
を
感
じ
さ

せ
る
。
・
こ
の
こ
と
は
山
田
喜
兵
衛
や
河
野
書
始
な
ど
の
そ
の
他
の
書

漣
・
に
も
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
っ
特
に
山
田
喜
兵

衛
の
場
合
は
、
・
『
天
台
三
大
部
』
（
延
宝
二
年
．
・
山
田
喜
兵
衛
刊
）
を

・
横
川
首
樗
院
に
奉
納
し
た
際
に
添
え
た
雨
意
の
肉
筆
願
書
の
存
在
が

両
者
の
関
係
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
－
ま
た
②
野
間
光
辰
氏
が
推

定
さ
れ
た
岡
本
玄
冶
と
の
関
係
、
㈲
北
条
秀
雄
氏
が
紹
介
さ
れ
た
天

海
僧
正
の
高
弟
帰
車
と
の
関
係
、
あ
る
い
億
『
因
果
物
語
』
噛
鬼
理

三
三
破
却
三
三
』
を
め
ぐ
る
鈴
木
正
三
と
そ
の
一
門
と
の
関
係
も
見
馳

回
せ
な
い
。
さ
ら
に
了
意
の
撰
文
を
刻
し
た
鐘
銘
の
問
題
も
あ
る
。
’

ω
北
条
氏
に
よ
る
と
、
鐘
銘
は
現
在
三
b
ま
で
判
明
し
て
い
る
。
即

ち
石
川
県
小
松
市
の
西
照
寺
（
貞
享
元
年
の
日
付
）
の
も
の
、
滋
賀

県
坂
田
郡
近
江
町
能
登
瀬
の
光
円
寺
（
貞
享
元
年
）
の
も
の
、
三
重

県
松
坂
市
の
西
畑
寺
（
延
宝
」
七
年
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
あ
る
。
如
何
な
る
経
緯
で
配
意
が
鐘

銘
の
撰
文
を
執
筆
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
と
『
賞
華

吟
』
（
貞
享
五
年
成
立
）
序
に
記
す
正
法
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
の
順
賀

の
こ
と
を
考
え
合
せ
て
み
る
と
、
画
意
の
唱
導
活
動
に
何
等
か
の
か

か
わ
り
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
へ
三
賀
は
遠
隔
の
地

に
跡
り
な
が
ら
了
意
の
周
辺
の
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
順
賀
に
つ
い
て
の
調
査
を
今
後
の
課
題
と
七
允
い
と
思
っ
，
て
い

る
。
．
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と
こ
ろ
で
、
『
賞
華
吟
』
が
刊
行
さ
れ
た
享
保
二
十
一
年
忌
成
立

　
（
貞
享
五
年
）
か
ら
四
十
八
年
且
、
三
幅
残
後
四
十
四
年
目
に
当
た

る
。
そ
の
間
、
「
了
意
の
原
稿
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
野
間
光
辰
氏

も
㈲
引
用
さ
れ
て
い
る
尾
州
藩
士
朝
日
三
右
衛
門
重
章
の
『
三
三
籠

中
筆
記
』
σ
宝
永
七
年
三
月
二
十
二
日
の
条
に
、
了
意
の
一
子
高
山

が
京
都
の
単
願
寺
，
（
了
意
は
同
語
の
第
二
世
住
職
）
を
売
却
し
手
習

‘
師
匠
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
時
点
で
恐
ら
く
語

意
の
㈲
蔵
書
や
草
稿
類
も
四
散
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宝
永
か
ら

㌧
数
え
て
も
二
十
数
年
後
の
刊
行
と
い
う
の
は
ど
う
も
気
に
か
か
る
。

享
保
二
十
一
年
版
以
前
の
版
（
遅
く
と
も
了
意
残
年
の
数
年
後
の
刊

行
）
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
管
見

の
範
囲
で
嫁
見
出
せ
な
か
っ
た
。
今
後
の
調
査
に
委
ね
た
い
。

　
’
本
書
を
構
成
す
る
三
十
六
の
標
題
を
目
録
に
従
っ
て
記
す
と
次
の

如
く
で
あ
る
。

第
一
　
　
奉
7
祝
二
宝
算
一
徳

第
三
　
、
老
後
慰
γ
心
徳

．
，
第
五
　
　
賞
レ
華
待
ゾ
人
徳

第
七
　
諸
鳥
来
車
．
徳

第
九
　
　
早
朝
醒
ヒ
帝
徳

第
十
一
寿
命
増
長
徳

第
十
三
　
園
中
独
楽
徳

第
十
五
証
人
成
レ
親
徳

第
十
七
風
流
嬌
艶
徳

第
二
．
治
世
長
久
，
徳

第
四
　
　
仁
慈
愛
憐
徳

第
六
　
　
忘
二
世
情
塵
一
徳

第
八
　
名
誉
遠
聞
徳

第
十
、
悦
二
諸
人
月
一
徳

・
第
十
二
寸
意
優
艶
徳

－
第
十
四
蓬
．
扉
自
．
賑
徳

第
十
六
’
山
林
．
増
レ
色
徳
，

第
十
ハ
’
調
薬
治
療
徳

第
十
九

第
二
一

第
二
三

．
華
後
生
実
態

妙
香
薫
酸
豊

漁
二
世
富
盛
」
徳

・
第
一
　
　
世
・
間
風
流
徳

第
三
　
　
神
社
添
レ
建
徳

第
五
　
　
三
二
不
7
織
錦
徳

第
七
　
　
物
名
’
寄
レ
花
徳

第
九
「
花
知
二
頽
齢
一
徳

第
十
一
　
観
二
知
無
常
一
徳

菊醤第

四二十

第
二

第
四

第
六

第
八

．
第
十

第
十
二

早
落
不
改
三

種
．
植
翫
レ
鮮
徳
、

詩
歌
催
レ
興
．
徳

　
　
　
　
（
上
巻
）

数
見
不
ヒ
飽
徳

遊
山
家
裏
徳

貴
賎
無
レ
隔
意

仏
道
因
縁
徳

露
華
近
見
徳

国
．
家
安
全
徳
・

　
　
　
　
（
下
巻
）

　
内
容
は
右
の
標
題
に
従
っ
て
、
華
に
ち
な
ん
だ
詩
歌
に
つ
い
て
記

す
。
即
ち
上
巻
第
一
の
「
奉
レ
黒
馬
宝
算
一
徳
」
，
を
例
に
挙
げ
る
と
次

の
如
く
で
あ
る
。

　
ア
シ
ハ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
己
　
　
ヨ
　
ヨ
．
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
芦
原
ヤ
ミ
ダ
，
レ
ヌ
風
。
世
々
二
吹
ツ
タ
ヘ
ア
マ
ツ
日
ツ
ギ
タ
ガ
「
ハ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ニ

　
ヌ
マ
ツ
レ
ゴ
ト
。
ア
メ
ニ
カ
ナ
ヒ
。
地
ニ
ヒ
ラ
ケ
テ
○
国
ト
ミ
。
、

　
タ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
フ
フ

　
民
ユ
タ
カ
ナ
ル
。
君
，
ノ
ヲ
ホ
ン
メ
グ
ミ
ヲ
。
被
ル
コ
ト
ヲ
。
ヨ
ロ

　
　
　
　
　
チ
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ウ
タ

　
コ
ビ
テ
。
千
代
ト
セ
く
ト
。
ク
リ
コ
ト
ヲ
イ
ハ
ヰ
。
激
ノ
心
ノ

　
　
　
　
　
　
コ
ト
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　
ツ
　
し

　
内
ニ
イ
ノ
リ
。
言
葉
ノ
ス
ヂ
幽
門
ジ
。
タ
テ
マ
ツ
ラ
ヌ
ハ
ナ
シ
。

　
ツ
ル
カ
メ
　
　
イ
ノ
チ
　
　
　
　
げ
　
　
　
　
　
セ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
イ
ノ
チ

　
鶴
亀
ノ
命
ナ
ガ
キ
ハ
。
ソ
ノ
性
ニ
シ
タ
ガ
フ
ト
ニ
ロ
。
人
ノ
命
ヲ

　
　
　
　
　
　
タ
ダ
ア
　
　
　
ジ
ン
ト
ク
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
ヤ
ウ
シ
　
　
　
ハ
ウ
ゲ
ン
　
　
　
　
シ
ル

　
タ
モ
ツ
事
．
ハ
。
只
ソ
ノ
仁
徳
ニ
ア
リ
ト
。
楊
子
が
方
言
ニ
モ
記
ゼ

　
　
　
シ
キ
ヤ
ウ
　
　
テ
ソ
ホ
ウ
　
　
ド
ヘ
ン
　
　
　
ほ
　
　
ナ
ソ
コ
サ
ン
　
コ
ト
ブ
キ
　
ゴ
ト
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ト
ゥ

　
リ
。
詩
経
ノ
天
保
ノ
篇
ニ
ハ
9
南
山
ノ
寿
ノ
如
シ
ト
イ
ヘ
リ
、
唐

　
　
キ
ゲ
ン
チ
ユ
ゥ
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ブ
キ

　
ノ
魏
元
忠
が
詩
想
，
パ
。
ネ
ガ
バ
ク
パ
南
山
ノ
寿
ヲ
タ
テ
マ
ツ
リ

一五一

、



」
ア
・
、
嘉
ト
コ
シ
ナ
へ
三
三
ヲ
彰
ト
イ
へ
些
ト
ブ
ギ
ナ
ガ

　
　
　
ク
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
タ
ナ
ン

　
ク
。
国
ヲ
サ
マ
リ
。
民
ヤ
ス
ク
バ
。
又
何
ノ
ウ
レ
ヘ
カ
。
．
マ
シ
マ

　
　
　
　
カ
ン
ジ
ヨ
　
　
ワ
ウ
キ
ツ
　
　
デ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ン
ズ
　
　

イ
キ
　
　
フ
ム
　
．

　
サ
ン
。
漢
書
ノ
三
吉
が
伝
ニ
ハ
。
コ
レ
ラ
仁
寿
ノ
三
二
隣
ト
モ
イ

　
　
　
　
ホ
ク
ギ
　
　
　
セ
ツ
カ
ウ
ツ
ウ
　
　
シ
　
コ
　
　
　
ス
デ
　
　
ゲ
ウ
シ
ユ
ツ
　
キ
ミ

　
ヘ
サ
。
北
魏
ノ
醇
孝
通
が
詩
二
。
既
二
塁
舜
ノ
君
ニ
ア
フ
。
ネ
ガ

　
ハ
・
ク
ハ
万
年
ん
薙
プ
葺
マ
ヅ
ラ
ン
ト
イ
ヘ
リ
・
螂
ヒ
バ
廓
雛
ニ
ナ

　
　
　
タ
テ
マ
ツ
　
　
　
　
　
　
ホ
ク
シ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ

　
ゾ
ラ
へ
奉
り
。
又
ハ
北
辰
法
印
ソ
へ
。
天
ト
ヒ
ト
シ
ト
モ
。
．
マ
．
フ

　
ス
ト
カ
ヤ
。

　
エ
イ
ト
ク
　
．
　
　
　
　
デ
ン
　
　
ギ
ヨ
ク
ハ
イ
　
弘
ユ
　
　
ゥ
タ
　
　
　
　
ハ
ナ
チ
ギ
ル
ハ
ン
シ
ユ
ン

　
永
徳
二
年
中
殿
ノ
御
会
百
首
ノ
歌
ご
。
華
契
二
万
春
一
ト
云
フ
事

　
　
　
セ
リ
ヤ
ウ
シ
ン
ワ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ

　
ヲ
靭
世
良
親
王
ノ
㌍
マ
翼
聡
㌘
　
　
‘
　
ヨ
。
ヅ
ヨ
　
　
」
　
ハ
ル

　
　
百
シ
キ
ノ
。
三
遷
ノ
桜
。
「
咲
ニ
ケ
リ
。
．
万
世
マ
デ
ノ
。
春
Z
功

　
．
ザ
シ
ニ

．
寿
二
年
寒
具
・
蓉
喜
平
ト
一
華
プ
・
善
言
将

　
　
　
　
　
　
　
ロ
キ
ミ
チ
　
　

ト
　
　
　
ハ
ナ
サ
ク
マ
ツ

　
　
そ
カ
ニ
ヘ
ソ
。
君
が
千
ト
セ
ノ
。
十
三
ヘ
リ
ニ
。
早
咲
松
ノ
。

　
　
イ
ロ

　
　
三
二
、
ミ
ユ
ラ
ン

　
シ
ヨ
ク
セ
ン
ザ
イ
シ
フ
　
　
　
　
　
デ
ゥ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ

　
続
千
載
集
二
。
一
条
内
大
臣
ヨ
マ
セ
給
フ

　
　
タ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
グ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ョ
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ミ
　

じ
チ
コ

　
　
民
ヤ
ネ
ク
。
国
ユ
タ
カ
ナ
ル
。
御
世
ナ
レ
バ
。
君
ヲ
千
ト
ゼ

　
　
　
　
　
タ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
ト
。
誰
カ
イ
ノ
ラ
ヌ

　
『
賞
華
吟
』
は
右
に
例
示
し
た
内
容
か
ら
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
三
三
の
詩
歌
殊
に
和
歌
に
つ
い
・
で
の
博
識
ぶ
り
を
如
実
に
示
し

た
も
の
で
あ
り
、
『
新
語
園
』
（
天
和
二
年
刊
）
、
に
於
け
る
豊
富
な
中

国
説
話
と
と
も
に
了
意
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
、
「

　
　
　
　
■
，
一

、
『
激
雷
吟
』
を
改
編
し
、
書
名
を
『
鴎
鰍
英
華
故
事
』
、
と
し
た
改
刻

改
題
本
が
お
る
。
そ
の
書
誌
は
次
の
如
ぐ
で
あ
る
。

○
装
偵
」
，
五
巻
五
冊
（
原
装
）
。
寸
法
は
二
五
・
四
×
一
七
・
塾
せ
ン

　
　
　
　
チ
。
・

○
表
紙
　
紺
表
紙
。
．
　
　
　
　
．

○
題
籏
’
短
冊
型
子
持
枠
の
黄
色
の
題
言
、
（
一
七
．
二
×
三
．
四
セ

　
　
　
　
」
ン
チ
）
を
表
紙
左
肩
に
貼
る
。
「
鴎
徽
英
華
故
事
　
．
一
（
二
．

　
　
　
　
～
五
）
」
。
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
・
二

〇
内
題
．
「
序
」
「
英
華
故
事
巻
一
（
三
・
r
四
・
五
）
且
次
（
巻
二
の
　
六

　
　
　
　
み
「
目
録
」
と
あ
る
）
。
「
英
華
故
事
巻
一
（
二
～
五
）
」
。
　
　
「

○
尾
題
、
「
英
華
故
事
巻
一
（
二
～
五
）
」
ρ

○
四
刻
　
回
心
に
は
な
く
、
綴
じ
且
（
の
ど
）
の
下
方
に
．
「
序
」
、
目

　
　
　
　
次
は
二
（
二
～
五
）
」
、
本
文
は
・
「
一
（
二
～
五
）
ノ
一
（
二

　
　
　
・
～
〈
丁
数
V
）
」
と
巻
数
と
丁
数
を
刻
し
て
い
る
。

○
匡
郭
，
四
思
単
辺
。
寸
法
は
二
一
博
六
×
一
四
・
九
セ
ン
チ
。

○
畳
数
　
毎
丁
十
行
。

○
丁
数
　
巻
一
は
序
一
丁
、
、
．
目
次
一
丁
v
・
本
文
十
七
丁
。
巻
二
は
月

　
　
　
　
次
一
丁
、
本
文
十
六
丁
つ
巻
三
は
目
次
、
一
丁
逃
本
文
十
五

　
　
　
　
丁
。
巻
四
回
目
次
一
丁
、
．
本
文
一
．
一
十
丁
。
三
五
は
且
次
一

　
　
　
　
丁
、
‘
本
文
十
六
丁
ρ
．
、

ミ



○
挿
絵
　
な
し
。

○
刊
記
　
三
五
の
最
終
丁
（
1
6
ウ
）
に

　
　
　
　
安
永
六
丁
愚
計
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
麗
橋
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂
書
林
　
　
　
　
　
藤
　
屋
　
弥
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
町
二
五
条
上
ル
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
書
林
　
　
　
　
額
・
田
　
正
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
六
忌
中
珠
数
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
屋
　
七
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
）
．

　
　
『
国
書
総
目
録
』
は
『
英
華
故
事
』
の
騒
立
と
し
て
筑
波
大
本
、

東
洋
大
学
（
哲
学
堂
）
本
を
著
録
す
る
の
み
で
あ
る
。
里
雪
の
よ
う

で
あ
る
。
東
洋
大
本
は
五
巻
二
冊
で
、
第
一
冊
の
始
め
（
序
文
の
後
）

に
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で
の
目
次
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
ほ
か
は
筑
波

大
本
に
同
じ
い
。
矢
島
玄
亮
氏
の
．
『
徳
川
時
代
雌
撒
御
集
覧
』
に
よ
る

と
「
版
元
の
一
人
藤
屋
弥
兵
衛
は
星
文
堂
咲
浅
野
弥
兵
衛
と
も
称

し
、
『
明
智
軍
記
』
（
元
禄
十
五
年
刊
）
を
は
じ
め
六
十
余
点
の
刊
書

を
有
す
る
。
大
坂
で
は
老
舗
の
三
三
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
相
版

元
の
額
田
正
三
郎
は
伊
勢
屋
・
九
皐
堂
と
も
い
い
、
四
十
余
点
の
刊

書
が
あ
る
。
同
じ
く
相
版
元
の
池
田
屋
七
兵
衛
は
黒
石
氏
・
海
運
館

’
と
も
い
い
、
四
点
の
刊
書
を
有
す
る
。
『
賞
華
吟
』
の
版
元
藤
屋
三

郎
兵
衛
・
藤
屋
武
兵
衛
と
『
英
華
故
事
』
の
藤
屋
弥
兵
衛
と
は
同
じ

屋
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
特
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
の
や
も
知
れ
な

い
。
改
題
に
伴
な
う
版
権
板
木
の
譲
渡
は
そ
の
関
係
が
ら
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　
『
英
華
故
事
』
は
『
賞
三
吟
』
の
板
木
を
改
刻
改
編
し
た
後
摺
改

題
本
で
あ
る
。
そ
の
状
況
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ま
ず
『
賞
三
吟
』
、

巻
頭
の
了
意
の
序
文
二
丁
を
省
い
て
「
釈
僧
明
」
の
序
文
一
丁
を
加

え
る
。
『
賞
三
吟
』
の
標
目
（
目
次
）
を
全
部
省
い
て
新
た
に
目
次
を

巻
一
か
ら
巻
五
に
編
成
し
直
し
て
新
刻
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
賞
三

吟
』
の
三
三
「
第
幽
　
世
間
風
流
徳
」
の
「
第
」
と
「
徳
」
を
取
り
、

『
賞
華
吟
』
に
は
無
い
付
言
（
内
容
に
即
し
た
）
を
多
ぐ
付
け
加
え

る
。
．
コ
　
世
間
風
流
、
風
流
ノ
ウ
タ
佐
ノ
法
印
成
海
ノ
事
　
蓮
花

六
郎
二
尊
タ
ル
事
虞
美
人
草
ノ
事
井
詩
」
の
如
く
で
あ
る
。
本
文

は
『
賞
感
吟
』
の
板
木
を
使
っ
て
い
る
が
、
内
題
・
星
暦
を
三
尊
、

「
英
華
故
事
巻
一
（
二
～
五
）
」
と
入
木
。
全
標
目
の
、
例
え
ば
「
第

一
　
世
間
風
流
徳
」
の
「
第
一
」
と
い
う
通
し
番
号
と
「
徳
」
を
削

り
、
各
冊
の
始
め
に
あ
る
「
釈
了
意
撰
」
・
の
左
横
に
「
釈
義
便
校
合
」

ど
入
木
し
て
い
る
。
実
題
・
丁
付
を
す
べ
て
削
り
落
し
、
綴
じ
目

（
の
ど
）
の
下
方
に
巻
数
・
丁
付
等
を
刻
し
て
い
る
こ
と
は
前
記
書

誌
紹
介
の
如
く
で
あ
る
。

　
ま
た
．
『
英
華
故
事
』
は
『
賞
華
吟
』
本
文
の
順
序
を
次
の
如
く
改

編
し
て
い
る
。
即
ち
『
賞
華
吟
』
の
巻
之
上
に
収
ま
る
「
第
一
　
奉
レ

三
二
宝
算
一
徳
」
か
ら
「
第
九
　
早
朝
醒
レ
睡
徳
」
を
『
英
華
故
事
』
の

三
三
に
、
巻
上
之
中
に
収
ま
る
「
第
十
　
悦
二
諸
人
目
一
徳
」
か
ら

「
第
二
十
　
年
寄
不
改
徳
」
を
巻
四
に
、
巻
上
之
下
に
収
ま
る
「
第

一七一



二
一
　
妙
香
薫
酸
徳
」
か
ら
「
第
二
四
　
詩
歌
催
レ
興
徳
」
を
巻
五

に
、
巻
下
之
上
に
収
ま
る
「
第
一
　
世
間
風
流
徳
」
か
ら
「
第
七

物
名
寄
レ
嘉
徳
」
を
巻
一
に
、
巻
下
之
下
に
収
ま
る
「
第
八
　
仏
道

因
縁
徳
」
．
か
ら
「
第
十
二
　
国
家
安
全
徳
」
を
巻
足
に
そ
れ
ぞ
れ
改

編
し
て
い
る
。
以
上
の
如
く
、
『
賞
華
吟
』
の
板
木
を
使
い
な
が
ら
、

そ
の
改
刻
改
編
が
か
な
り
入
念
で
、
デ
見
別
本
の
如
き
印
象
を
与
え

て
い
る
。

　
『
英
華
・
故
事
』
．
に
新
た
に
付
し
た
釈
僧
明
の
序
文
は
次
の
如
く
で
、

あ
る
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
尊
者
了
意
者
法
門
之
博
物
三
蔵
九
章
呑
若
潮
大
海
一
其
所
7
著
鼓
吹

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
ニ
　
　
ヨ
リ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ト
ス
ル
　
　
　
ニ

　
語
単
声
数
百
巻
庭
伝
二
於
世
一
固
大
方
捨
所
レ
壮
　
翼
然
斯
書
三
十

　
　
　
　
　
レ
　
ス
　
シ
　
　
　
　
　
　
ス
ル
　
　
　
　
　
タ
ル
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
　
ニ
シ
テ

　
六
篇
唯
花
是
賞
蓋
有
レ
所
レ
託
悪
筆
　
其
文
宛
転
善
誘
尤
工
二
心

　
二
　
　
也
ニ
　
　
　
セ
ソ
レ
ナ
ル
　

チ
ト
ー
シ

　
情
一
最
弘
無
方
而
多
年
猶
未
二
流
行
一
何
其
冤
耶
無
二
則
懇
意
一
命
若

　
ハ
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
コ
ト
　
　
ニ
　
　
　
ハ
　
ナ
ラ
ン
　
　

ノ
　
　
　
ニ

　
非
レ
有
三
中
郎
三
三
三
二
帳
中
一
則
或
如
下
秦
孝
之
聞
有
二
課
興
一
者
上

　
　
　
　
シ
ニ
シ
ム
　
ニ
ヲ
　
　

ヨ
リ
ス
　

ヲ
　

テ
　
　

ラ

　
臭
書
林
三
新
鎮
三
二
余
三
一
三
余
素
欽
二
尊
者
一
是
以
不
二
自
量
壱
遂

　
ス

　
叙

　
安
永
丁
酉
之
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釈
僧
明
拝
識

　
右
の
序
文
を
執
筆
し
た
「
釈
僧
明
」
及
び
各
巻
の
始
め
に
「
釈
義

便
校
合
」
と
あ
る
「
釈
義
便
」
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
詳
で

あ
る
。
後
考
を
倹
ち
た
い
。

　
改
編
さ
れ
た
改
題
本
の
『
英
華
故
事
』
に
つ
い
て
『
享
保
以
後
大

阪
出
版
書
籍
目
録
』
に
「
英
華
故
事
五
冊
／
以
前
「
賞
華
吟
」
乏
題

せ
し
を
改
題
申
出
／
作
者
．
釈
了
意
／
板
元
　
藤
屋
弥
兵
衛
／
右
板

元
よ
り
の
申
出
で
を
本
屋
行
事
に
て
聞
届
け
板
行
／
申
出
年
月
／
宝

暦
十
四
年
三
月
十
日
」
の
如
く
あ
る
。
．
強
記
の
筑
波
大
本
。
東
洋
大

本
は
序
文
も
刊
記
も
安
永
六
年
之
刻
し
て
い
る
。
改
題
版
行
を
申
し

出
て
聞
届
け
ら
れ
て
か
ら
十
三
年
目
の
刊
行
は
如
何
に
も
不
自
然
で

あ
る
。
宝
暦
十
四
年
は
六
月
に
改
元
さ
れ
て
明
和
元
年
と
な
っ
て
塾

る
の
で
、
改
題
本
の
初
版
は
改
元
前
後
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
と
推
定
し
、
明
和
九
年
刊
の
『
大
回
書
籍
目
録
』
を
調

べ
る
と
、
果
し
て
「
故
事
」
の
項
に
「
五
　
英
華
故
事
　
釈
転
意
」

と
あ
っ
た
。
従
っ
て
宝
暦
十
四
年
な
い
し
明
和
初
年
の
刊
記
を
有
す

る
で
あ
ろ
う
改
題
初
版
本
の
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。
安

永
六
年
刊
の
『
英
華
故
事
』
は
そ
の
後
喜
再
版
本
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
改
題
初
版
本
の
所
在
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ

る
。
今
後
の
調
査
を
侯
つ
と
と
も
に
諸
賢
の
御
示
教
を
乞
い
た
い
。

《
お
わ
り
に
》

　
以
上
、
『
賞
華
吟
』
と
そ
の
改
題
本
『
英
華
故
事
』
に
つ
い
て
書

誌
調
査
身
中
心
に
述
べ
て
き
た
。
今
後
の
課
題
を
列
記
し
て
粘
び
と

し
た
い
。
そ
の
一
は
『
賞
華
吟
』
に
は
享
保
二
十
一
年
版
以
前
の
版

本
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
。
『
英
華
故
事
』
に
は
宝
暦
十
四
年

な
い
し
明
和
初
年
に
刊
行
さ
れ
た
改
題
初
版
本
が
確
か
に
存
在
し
た

こ
と
。
こ
れ
ら
版
本
の
捜
索
調
査
で
あ
る
。
そ
の
二
は
『
賞
華
吟
』

執
筆
の
ぎ
つ
か
け
と
な
っ
た
正
法
寺
の
順
賀
（
恐
ら
く
了
意
周
辺
の

一一八一



人
物
の
一
人
と
推
定
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
の
調
査
で
あ
る
。
そ
の
三

は
『
賞
煙
塵
』
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
賞
華
吟
』
に
引
用
す

る
領
し
い
数
の
詩
歌
に
つ
い
て
の
知
識
を
了
意
は
ど
こ
か
ら
得
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
三
三
の
怪
．
異
小
説
『
伽
碑
子
』
『
狗
張
子
』
に
は
多

く
の
古
歌
が
ち
り
ぼ
め
ら
れ
、
そ
れ
が
作
品
の
文
学
性
を
高
め
て
い

る
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
9
そ
の
古
歌
の
典
拠
に
つ
い
て
は

⑦
富
士
昭
雄
氏
に
貴
重
な
論
考
が
あ
る
ゆ
紙
幅
の
都
合
で
示
唆
に
富

む
富
士
氏
の
論
考
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
含
め

て
、
『
賞
華
吟
』
を
中
心
と
し
た
、
．
古
歌
に
つ
い
て
の
了
意
の
知
識
の

実
態
を
調
査
し
、
そ
れ
が
了
意
の
文
学
と
ど
う
か
か
わ
っ
た
の
か
。

そ
の
究
明
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
巴
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

・
注ω

前
田
金
五
郎
氏
「
資
料
片
々
録
e
『
見
聞
予
覚
集
』
」
（
「
専
修
大
学
・
人
文

　
科
学
研
究
所
月
報
」
6
0
号
、
昭
和
5
3
年
7
月
）
。
『
見
聞
予
覚
集
』
は
『
枚
方

　
旧
史
』
第
九
巻
に
所
収
の
河
内
国
交
野
三
津
田
村
（
現
大
阪
府
枚
方
市
津
田

　
町
）
居
住
の
山
下
安
兵
衛
筆
録
の
日
記
で
、
元
禄
二
年
元
旦
か
ら
同
十
四
年
「

　
大
晦
旧
ま
で
八
冊
に
三
三
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
晩
年
の
三
三
に
関
す
る
記

　
述
、
特
に
説
教
者
と
し
て
の
行
動
が
記
さ
熟
て
い
る
。
．

鋤
野
間
光
辰
氏
『
三
三
追
跡
』
（
北
条
秀
雄
氏
編
著
『
三
三
浅
井
三
三
』
昭
和
御

．
年
3
月
、
笠
間
書
院
刊
）
コ

偶
北
条
秀
雄
氏
『
新
修
浅
井
了
意
』
（
昭
和
4
9
年
9
月
、
笠
間
書
院
刊
y
。

ω
三
三
に
同
じ
。

㈲
注
②
に
同
じ
。

㈲
朝
倉
治
彦
氏
「
浅
井
了
意
の
周
囲
書
留
」
（
「
勉
誠
社
だ
よ
り
」
第
四
号
、
昭

、
和
5
4
年
7
月
）
に
よ
る
と
『
些
々
斎
架
蔵
和
書
目
録
』
に
「
難
経
（
浅
井
意

　
貯
蔵
）
元
和
三
年
　
ヅ
冊
」
と
了
意
旧
蔵
本
が
著
録
さ
れ
て
」
い
る
と
い
う
こ

　
と
で
あ
る
。

ω
富
士
昭
雄
氏
「
伽
碑
子
め
方
法
」
（
「
名
古
屋
大
学
教
養
部
紀
要
」
第
十
輯
、

　
昭
和
4
1
年
2
月
）
及
び
「
浅
井
了
意
の
方
法
」
（
「
名
古
屋
大
学
教
養
部
紀

　
要
」
髄
第
十
一
輯
、
昭
和
4
2
年
3
月
）
。

　
　
　
　
付
　
記

　
閲
覧
調
査
を
許
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
・
筑
波
大
学
図
書
館
・

東
洋
大
学
図
書
館
及
び
種
々
教
示
を
い
た
だ
い
た
朝
倉
治
彦
氏
、
谷

脇
旧
史
氏
に
深
謝
．
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
ざ
か
ま
き
・
こ
う
た
　
就
三
女
子
大
学
教
授
）

＼

一九一


